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2022年12月期通期連結決算状況及び2023年12月期連結業績予想について 

 
 

日本マクドナルドホールディングス株式会社の2022年12月期（2022年１月１日～2022年12月31日）

の通期連結業績について以下の通りご報告致します｡ 

 

ハイライト  

⚫ 全店売上高は7,175億円となり最高売上を更新 

⚫ 急激な外部環境の変化の影響を受け、営業利益、経常利益、当期純利益は減益となる 

⚫ 2023年度は中期計画の取り組みを始めとする各種戦略と将来に向けた投資を行い着実な成長を 

目指す 

 

1. 2022年12月期通期連結決算状況 

（単位：百万円） 

 2022年通期 

実績 前年実績 前年比 前年比(%) 

全店売上高* 717,589 652,047 +65,541 +10.1% 

連結売上高 352,300 317,695 +34,605 +10.9% 

連結営業利益 33,807 34,518 △710 △2.1% 

連結経常利益 32,813 33,618 △805 △2.4% 

親会社株主に帰属する連結当期純利益 19,937 23,945 △4,007 △16.7% 

*全店売上高：直営店舗とフランチャイズ店舗の合計売上高 

 2022年通期 

前年比(%) 

既存店売上高 +8.9% 

既存店客数 +3.2% 

既存店客単価 +5.5% 

当社は新型コロナウイルスの流行によりお客様の行動やニーズが大きく変わる中、感染拡大防止に 

取り組みつつ、お客様に温かいお食事をご提供するという社会的役割を果たし、おいしさと笑顔を 

地域の皆さまにお届けする努力をしてまいりました。 

2022年度は全店売上高が前年同期比655億円、10.1%増加の7,175億円となり、過去最高を更新いた

しました。一方で、原材料価格の高騰や人件費、物流費、エネルギーコストなどの上昇、および為替の

大幅な変動といった外部環境の変化の影響を受け、営業利益は前年同期比7億円、2.1%減少の338億

円、経常利益は前年同期比8億円、2.4%減少の328億円、親会社株主に帰属する当期純利益は前期の

繰延税金資産の会計処理の影響額が一時的に大きかったため、前年同期比40億円、16.7%減少の199

億円となりました。 



 

 

2. 2023年12月期 連結業績予想 

 

2023年はコストの見直しを徹底し、さらに2022年2月に発表した中期経営計画の「成長に向けた３

本の柱」の各取り組みと将来に向けた投資を継続し、お客様の利便性と店舗体験の向上を通じて満足度

の向上に努めてまいります。 

全店売上高は2022年を上回る7,700億円、連結売上高は3,740億円、連結営業利益は350億円、 

連結経常利益は335億円を目指してまいります。 

 

（単位：百万円）      

 2023年通期 

業績予想 対前年比 

全店売上高 770,000 +7.3% 

連結売上高 374,000 +6.2% 

連結営業利益 35,000 +3.5% 

連結経常利益 33,500 +2.1% 

親会社株主に帰属する連結当期純利益 21,000 +5.3% 

（注）上記の予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績等は今後の様々な要因により 

上記の予想数値と異なる可能性があります。 

 

中期経営計画骨子 

①  成長に向けた3本の柱 

⚫ ブランド：マクドナルドのパーパスに基づき社会的責任を果たす 

⚫ メニュー・バリュー：より幅広いお客様・食事シーンに向けたメニュー提案 

⚫ 店舗・デジタル・ピープルへの投資を加速：お客様の期待の一歩先を行く体験の創造 

✓ 年間およそ100店舗をオープン、3,000店舗以上の展開を確立 

✓ 「デジタル と ピープルの融合」により、未来型店舗体験をさらに進化 

②  財務目標 

全店売上高 +1,000億円 

年平均成長率5%前後 

営業利益 年平均成長率3～5% 

営業利益率 10%以上 

ROE 10%以上 

 

以上 

※この資料は兜倶楽部、東京商工会議所記者クラブ、外食産業記者会に配布しております。 


